
2025年版 建築物の構造関係技術基準解説書　第１版第１刷　正誤表
＊内容を誤解するおそれのない極めて軽微な誤りは、省略しています。

No. ページ 行等 正 誤 備考

1 14 表1.4-1
「延べ面積3,000㎡超の建築物（国土交通大臣が定める基準に適合するものを
除く）又は・・・」

「延べ面積3,000㎡超の建築物又は・・・」 R7.9.9

2 21 13,32 建築主事等 建築主事 R7.9.9

3 169 16 日本建築学会「壁式鉄筋コンクリート造設計・計算規準・同解説（2025）」 日本建築学会「壁式鉄筋コンクリート造設計・計算規準（2025）」 R7.9.9

4 173 17
１)（一社）日本建築学会「壁式鉄筋コンクリート造設計・計算規準・同解説
（2025）」,2025.2

1)（一社）日本建築学会「壁式鉄筋コンクリート造設計・計算規準
（2025）」,2025.2

R7.9.9

5 206 31
日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説（JASS5 鉄筋コンクリート工事）
（2022年版）・・・という。）」等がある。

日本建築学会「建築工事標準仕様書（JASS5 鉄筋コンクリート工事）（2015年
版）・・・という。）等がある。

R7.9.9

6 206 31 黒傍線追加 R7.9.9

7 225 5
４）（一社）日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5 鉄筋コンクリー
ト工事」（2022年版）,2022.11

４）（一社）日本建築学会「建築工事標準仕様書 JASS5 鉄筋コンクリート工事」
（2022年版）,2022.11

R7.9.9

8 241 31 膜構造の建築物・膜材料等の技術基準及び同解説編集委員会 膜構造の建築物・膜部材等の技術基準及び同解説編集委員会 R7.9.9

9 255 20
平成18年１月26日施行 「改正建築物の耐震改修の促進に関する法律・同施行
令等の解説」

「改正建築物の耐震改修の促進に関する法律及び施行令等の解説」 R7.9.9

10 260 4,12 東北地方太平洋沖地震 東日本大震災 R7.9.9

11 260 19 （一財）日本建築設備・昇降機センター「昇降機技術基準の解説 2016年版｣２） （一財）日本建築設備・昇降機センター「昇降機技術基準の解説 2014年版｣２） R7.9.9

12 408 9 (3) 前号イ(6)の規定に適合するもの (3) 前号イ(5)の規定に適合するもの R7.9.9

13 415 図6.4-10
① 削除

② a.Σ25Aw＋Σ7Ac＝750ΣAf(kg)
③ b.Σ25Aw＋Σ7Ac＝1000ΣAf(kg)

【図中に示される下記３つについて】
① *図1.5-7参照

② a.Σ25Aw＋Σ7Ac＝750ΣAf(kg)*

③ b.Σ25Aw＋Σ7Ac＝1000ΣAf(kg)*

R7.9.9

14 418 図6.4-11

① 削除
② 曲線b.（図6.4-10参照）
③ b.Σ25Aw＋Σ7Ac＝1000ΣAf(kg)
④ a.Σ18Aw＋Σ18Ac＝1000ΣAf(kg)

【図中に示される下記４つについて】
① *図1.5-7参照
② 曲線b.（図6.4-3参照）

③ b.Σ25Aw＋Σ7Ac＝1000ΣAf(kg)
*

④ a.Σ18Aw＋Σ18Ac＝1000ΣAf(kg)*

R7.9.9

15 435 30 １）（財）日本建築センター：新しい耐震設計，1979.6 １）（財）日本建築センター：新しい耐震設計，1981.7 R7.9.9

16 439 11 (3) 前号イ(6)の規定に適合するもの (3) 前号イ(5)の規定に適合するもの R7.9.9

17 445 18 法第20条第１項 法第20条 R7.9.9

令和7年9月9日作成

＊この正誤表は更新される場合があります。最新版はICBAの HP（https://www.icba.or.jp/zzfilebox/kenshuka/2025seigo.pdf）でご確認ください。
他の刷の正誤を含む最新情報については（https://www.icba.or.jp/kenchikuhorei/）で確認できます。
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No. ページ 行等 正 誤 備考

18 447 10

表6.6-1内「集成材等建築物」の「偏心率」の列に「*6」を追記。 欄外の「*6」が表6.6-1内に無い。

R7.9.9

19 448 22 ・・・や「木造軸組工法中大規模建築物の・・・ ・・・をや「木造軸組工法中大規模建築物の・・・ R7.9.9

20 448 25 ，同「集成材等建築物の構造設計マニュアル」 ,「集成材等建築物の構造設計マニュアル」 R7.9.9

21 448 36 法第20条第１項第二号 法第20条第二号 R7.9.9

22 451 2 ，または高さ16m超で ，または高さ16m超で高さ R7.9.9

23 451 8 0.6 0.60 R7.9.9

24 455 14 「木質構造設計規準・同解説」８） 「木質構造設計規準・同解説」５） R7.9.9

25 460 7
P451の21行目（下記）に追記

　既往の研究14） 参考文献14)が本文中に無い。 R7.9.9

26 561
下3,
下2,

f v _ lam _ 0 ,  f v _ lam _ 90

f v_lam_ 0 , f v_lam_90

f v , lam , 0,f v , lam , 90

f _ v_lam_0  , f _ v_lam_90

R7.9.9

27 563 3 (5)　平13国交告第1024号・・・・・ (3)　平13国交告第1024号・・・・・ R7.9.9

28 605 24 「安定処理土の締固めをしない供試体作製方法」 「安定処理土の締固めをしない供試体作成方法」 R7.9.9

29 619 3 コンクリートの圧縮の許容応力度・・ コンクリートの庄縮の許容応力度・・ R7.9.9

30 628 表中

打込み目地鉄筋コンクリート組積体のせん断 打込み目地鉄筋コンクリート組積体のせん断

R7.9.9

31 685 35 付図1.2-38 ベースプレートの寸法法　800×800 付図1.2-38 ベースプレートの図の寸法　650×650 R7.9.9

32 687 35 付図1.2-40 ベースプレートの図の寸法　650×650 付図1.2-40 ベースプレートの図の寸法　800×800 R7.9.9

33 687 35 付図1.2-40 柱の図の寸法 350×350×16 付図1.2-40 柱の図の寸法 400×400×12 R7.9.9

0.1αF

3

0.1αF

2

2



No. ページ 行等 正 誤 備考

34 694 11 「建築物耐震基準・設計の解説」 「建築物耐震基準・設計解説」, R7.9.9

35 701 27,29 前回の調査3）、　近年の調査9） 前回の調査19）、　近年の調査23） R7.9.9

36 716 17 変動係数はいずれも0.223） 変動係数はいずれも0.2219） R7.9.9

37 735 9 等価正方形断面せん断補強筋比・・・ 等価正方形断面せん断補強筋筋比・・・ R7.9.9

38 739 1 等価長方形断面せん断補強筋比・・・ 等価長方形断面せん断補強筋筋比・・・ R7.9.9

39 749 11 （付1.3-73）式のΣは・・・ （付1.3-66）式のΣは・・・ R7.9.9

40 772 24 「鋼構造許容応力度設計規準」 「鋼構造設計規準」 R7.9.9

41 815 10 a）地下部分・地上部分・・・ A）地下部分・地上部分・・・ R7.9.9

3


